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赤外線観測に基づくWolf-Rayet連星系周囲に形成されたダストの性質
Properties of Dust Formed around Wolf-Rayet Binary System based on Infrared Obser-
vations
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我々はすばる望遠鏡中間赤外線観測装置 COMICSを用いて、周期的なダスト形成を行う Wolf-Rayet連星系 WR140
の継続観測を行ってきた。WR140は最も近傍にあるWolf-Rayet連星系の一つで、周期おおよそ 8年で伴星が主星であ
るWolf-Rayet星の近日点を通過し、その度ごとに多波長での光度曲線の変化を示すことが知られている (spectroscopic
event)。特に赤外線で捉えられる変化は、ダスト形成活動に密接に関連すると考えられており、8m級の望遠鏡による中
間赤外線高空間分解能観測は、こうした星周ダスト形成の現場とその後の変質過程を理解するためにきわめて有用であ
る。本講演では、2009年の近日点通過後、すばる望遠鏡COMICSを用いて複数回にわたって取得した中間赤外撮像、分
光データによって得られた、広がり行くダスト雲の性質について、それらの組成や質量の変化などを含めて議論する。
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